
水稲の倒伏に関する研究 (第 4報)

深層追肥が株構成の全茎にあたえる影響

奥 村 俊 勝*･竹 内 史 郎* 
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Ⅰ 緒 口

水稲の倒伏は稲体各組織の諸形質 とそれを取 りまく外部環境条件によって決定される1ノが,そ

の機構については複雑な要素が加わって来る｡とくに,多収穫を目標 として栽培された場合は,

気象条件,栽培条件などにおける若干の異状が多収に対 して逆の倒伏という現象を生 じ易 くする

ものである｡

そこで,より安定 した増収栽培方法を確立するために,窒素の追肥方法の面よりその目的を達

するため考案されて来たのか深層追肥方法である.2'3)

水稲に窒素深層追肥を適期に施用すれば,無効分げっが抑制 され,槽の形質や充実が良好とな
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り, さらに倒伏 しに くくなることや,水稲の梓が動力学的な観点からも倒伏に強い姿を示 し,堰

収安定栽培にとって非常に効果的7Li迫肥方法であることか報告 されている｡e.

深層追肥か梓の挫折抵抗や梓の組織強化などに強 く関与することは明らかであるが,従来なさ 

iLて来た報告などでは,その梓か稲の最小群体単位である株の中でいかなる状態で存在し,それ

か株 としての倒伏 といかなる関係を持ち,株の集合体てある栽培群体での倒伏 といかなる関連を

示 して行●くかについての考察はほと/i,ど見当らないo

そこて本研究は,単なる梓の状態から倒伏 を考えるだけでなく,実際の栽培条件に出来るだけ

近つけた姿で倒伏の生態を明らかにするものである｡

本報告は,まず株を構成する全ての樺の諸形質が追肥方法の異いによりいかなる変動 を示 し,

その変動が分けつ次別にどうなのかを検討 し,深層追肥がどのように増収や倒伏に関与 している

かを考察 したものである｡ 

ⅠⅠ 実験材料および方法

実験 1 株の構成全茎の変動 を調査するために水稲京都旭を供試 した｡追肥方法 として, 

0C区(無追肥区),T区(表層追肥区),D区(深層追肥区)を設け,基肥は全区ともN,P,K各々1

0a1/kg (成分)とした｡追肥は T区て･硫安 を地表面に撒布,D区で硫安水を土壌注入機で表面下 

1に与え,追肥量は N(成分 )5cm1 8とした｡追肥時期は菓令指数7の頃に行なった｡調査は

出穂後30日目の稲を 1区当り5株採取し,全茎につき地上部の諸形質を測定 した｡

実験 2 供試品種は新山吹で,分けつ次別に各梓を同定するため,すへての茎に出穂 日を記入

0a1/kg0

0したラベルをつけ,出穂後4日目に株もとより堀り起し,ナイフで根部を取り除き分げっ次位を同定した上
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て 区8株の仝茎について調査した｡なお,試験区および追肥方法等はい 

の他の栽培は慣行法により,挫折垂測定はフォルテフライス式稿梓挫折重測定器を用いで行なった0 
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III 実験結果 と考察

実験 1 倒伏の危険が増大する時期における株構成の仝茎の各形質の変動およびその平均

値は

81.80 90 30900.

梓長および上位 3薬の菜身長の平均値では,無追肥区と追肥区とでは相当の差が生じ,追肥が

栄養体である茎葉の生育に強 く関与 して,生育後期に存在する稲体の諸形質に大きtJ:変化を及ほ

し,生殖体である穂にもその影響が持ち越される｡このことは,追肥によって茎葉の量的発達は

著 しいが,内容物の充実は必ずしもこれと平行的には進まfcLLいことを示す ものであるOすなわち,

地上部の諸形質の乾物重は表層追肥区が他区に比へ極端に少なかった｡無追肥区では同化生産物

量が少なくても,量的発達において劣ることか,呼吸損失等の減量要因を小さくして比較的充実

した組織をもっこととなり,乾重はそれ程の減少を示さない｡それに対 して表層追肥区では,追

肥後に急速な量的発達が起 り,既存の組織から新生の組織への物質の転流量が多く,また各種の

減量要因も大 となることによって新生の組織の充実が不充分なま ､成熟期に入 り,最終的には充

実の悪い姿となるものと考えられる｡一方,深層追肥区では茎葉組織の壷的増大においては表層

追肥区とほ ､､■等 しく, したがって減量安因もほ ､.同等にあるものと考えられるにか ､わらず,乾

物屋が 3区中で最大であったことは,深層追肥が組織の充実面になんらかの積極的な生理的役割

を果 しているものと思われる｡

変動係数ては,葉身の長 さにおいて,3区とも上位葉になるほどその係数が大きくなるが,3

区中どの薬部でも無追肥区が最も大きく,追肥を行なった区では追肥位置にか ､わらずほ ､.等 し 

I I 
● l 

〟に示すOも.･お,変動 を問題 として変動係数でかす場合は,絶対的な散 らば りの程e2l
ba
T
小 

度よりも相対的な程度を示すもの として理解され 4),この数値が′トさな程,平均値に対する変動

巾が少なく,均一性のある姿を見せるものである｡ 
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い｡このことは,追肥か茎葉の発達に及ぼす影響が株構成の全茎にわたり現われることを示唆 し

ているoLかし,穂に現われる影響は表層追肥区で最 もバラツキが大きくなり物質生産体である

茎葉 と貯蔵体である穂-の追肥の影響の現れ方が一致 しない｡このことは深層追肥が栄養体の発

達と生殖体の発達においてバランスのとれた姿で進行することを示 しており,生育後期における

深層追肥の積極的な姿かうか ､■われて興味深い｡なお,梓基部の充実においても深層追肥区がも

っともバラツキが小さく,株全体が均一性のある姿で生育後期を迎え,これらが耐倒伏性を増大

する要因となっていると考えられる｡

Ta 3に示す通 り,表層追肥を行なった区で多く"
le
b"

lleivd trouc

2 3なU,これは従来発表されて来た数多くの報告 と一致するが5),その内訳は 次および 次の分

3けつ増加に負うところか大きかった｡さらに,追肥位置の如何に拘らず早 く追肥した区では 次

分げっが増加する傾向が見られた｡このことから,適期の深層追肥はその肥効が株を構成する全

梓に均一的に発現 し,その発現の方向は生殖の充実 と梓の充実の両面に同時に関与して行 くこと

か推測され,そのことか倒伏や増収に有効に働いてくるものと思われる｡ 
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分げっ次別に見た出穂 日では,追肥時期が早いと出穂は遅 くれ,全茎の出穂に必要な日数も長 く

か ､る｡一方,適期の深層追肥では出穂が早 くかつ全茎の出穂 も均一化されて来る (Figl)｡こ

のことも深層追肥はその肥効が全茎にわたり平均 して表われる現象の 1つと考えられる｡ 
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上記の深層追肥による株全茎の平均化の傾向は,梓長,穂重,穂長などについては実験 1の変

動係数の小さなことからも推測出来るか,これを追肥時期と関連つけて分けつ次別に見た比較を

ICullntm
ehg
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梓長は追肥が遅い区が平均して短か くなるが,深層追肥区では 2次,3次の分けつが長 くなり

主梓の長さに近づき茎全体の長さが均一化されるOとくに,適期深層区では分けつ間の差は最少

となる｡穂長では遅 く追肥した区でわずかばか り長 くなるが,区間差はあまり大きくならない｡

しかし,深層区では分けつ間の差は縮まる｡穂重では,分げっ間の区間差はほとんどない｡しか

し,平均値は深層追肥区で高 くなり,この区間差は最 も重い主梓の区間差よりも大きいことから,

平均値を高めた 2, 3次分げっの充実がこの区でとくに良好なことを示すもので,穂重でも株仝

茎の均一化傾向が生じているものと思われる｡中心的な特定の一部の梓のみが強 くても,それ以

外の梓が弱い場合は梓の相互関係からしても倒伏に弱い姿の株 とな1㌦ それに対 して,株の仝茎

に強弱の差が少ないもの,すなわち均一化傾向のあるものほど,耐倒伏性のみならず,梓同志の

力学的相互関係においてもバランスのとれた状態になることは考えられる｡

以上のことから,深層追肥を行なった場合,その効果は水稲の豊熟過程において,株を構成す

る仝茎について均一化する方向に現われ,それらが集大成されて増収や耐倒伏性増加 となって行

くものと云える｡ 

Ⅳ 要 約

水稲の窒素深層追肥の効果が一株の仝茎に いかなる状態に出現するかを株を構成する仝茎の諸 

■l't/ 
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形Ifiについての変動 と,その変動の程度 と分けつ次位 との関連について調査 した｡ 

1) 深層追肥を行なえば,肥効は登熟過程において栄養体 と生殖体の両面に有効に働 き,その期 

r]J,	 由追肥に比較 しておそくまで維持 される｡FFt表F

2) 深層追肥法は,株 を構成する全茎に対 して,肥効が均一化する方向に発現 し,その結果,秩

を構成する茎の諸形質のバラツキは小 さくなる｡ 

3) 深層追肥での諸形質のバラツキ程度の減少は生育後期の 2次, 3次分げっの生育や充実が良

好 となるために生 じるもので,その結果,登熟過程において株全体がバランスの とれた姿 を維

持 し,それ らが集大成されたものが増収や耐倒伏性の増大につながるものと考えられる｡ 
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